
 

平成17年度第3回役員会報告 

平成17年11月14日（月）午後6時30分より氏

家保健センター医師会事務室にて開催された。 

出席者：尾形会長・小林、戸村副会長・山田・後藤 

奥山・根本・阿久津正・阿久津博・大和田、軽部 

二井谷・川原事務長 
議題1 「塩谷地区救急医療体制構築」について 

行政と協力して、当医師会は小児救急医療体制を 
推進してゆくことを再確認した。 
阿久津博美役員より平成17年 9月 27日の「第2

回塩谷地区医療対策協議会」、10月31日の「塩谷広

域行政組合と塩谷郡市医師会との話合い」、11月11

日の「第3回塩谷地区医療対策協議会」の会議報告

がされた。休日の準夜帯に塩谷病院と黒須病院の 2

箇所のセンター方式で行うこと、休日当番医制は従

来どおり継続すること、診療時間は午後6時30分か

ら午後9時30分にすることなどが、役員全員の挙手

で承認されました。 

 
議題2 塩谷郡市医師会公開講座について 

（今年度の報告および次年度の計画） 
山田役員より報告があり、700 名ぐらいの参加者

があり、アンケート調査の結果も大変好評だった。

今後も年1回ぐらいは公開講座を開いてゆきたい。

医師会のイメージアップにもつながる。 

議題3 医療機能分化推進委員会の報告について 
尾形会長より「連携くん」の利用率、アンケート

調査結果などの説明があり、紹介率３０％を目指し

たい。下野新聞掲載の「かかりつけ医のココロ」も

好評だった。 
議題4 その他 
①国民皆保険制度を守る署名運動並びに地域集会の

開催について 
②４月１日から風疹・麻疹ワクチンが１本化される 
ことについて 

③主治医意見書講習会について 
④勉強会の予定について 

平成17年度第4回役員会報告 
平成18年2月13日（月）午後6時30分より氏 

家保健センター集団指導室にて開催された。 

出席者：尾形会長・小林、戸村副会長・西会計担当 
理事・山田・後藤・奥山・根本・阿久津正・阿久津 

博・大野・大和田・軽部・二井谷・川原事務長 
村井信、仲嶋（医師連盟）西川（県代議員枠） 

尾形新（県医師会理事） 

 

 

議題1「塩谷地区休日夜間こども診察室」について 
最初に、阿久津博美役員より、こども診療室運営

協議会設立について、これまでの経緯説明がありま

した。 
1月19日の第4回塩谷地区医療対策協議会で、平

成18年4月から塩谷病院と黒須病院に「休日時間外

こども診療室」を開くことが承認されました。 

1月30日の塩谷地区こども診療室運営協議会設立

総会において、規約の承認が行われ、役員として、

会長：尾形直三郎、副会長：中村光次（塩谷病院）、

高久修（塩谷広域行政組合） 

理事：阿久津博美、軽部敏昭、植木雅人、谷口洋子、

仲澤博子、徳永昭子（黒須病院）、松本能（塩谷病

院事務長）、栗原正（黒須病院事務長）、伊藤里子

（矢板市保健年金課長）、大山忠雄（さくら市健康

福祉課長）（敬称略）が選出された。 
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「こども診療室」に協力される医師は、（塩谷）に

15人、（黒須）に15人が集まり、1医師が年間５～

６回のこども診療に当たることになる。奥山、村井、

後藤、戸村役員などから質疑応答あり。小林副会長

から、いろいろな問題も出てくるでしょうが、4月           

3月14日（火）午後6時30分から 

       医学講座（病診連携講演会） 

3月下旬   保険診療報酬改定伝達講習会 

       詳細は後日お知らせします 

から開始予定であり、こども診療室継続させるため 

にも、各医師団の協力が必要であり、休日当番医体 

制も考慮して欲しいとの要望あり。 

尾形会長から、2次医療機関がしっかりすれば、こ 

ども診療室が必要なくなるかもしれないが、当分先 

の話であり、医師会が2次医療機関を支えることが 

必要だとのこと。 

議題2 栃木県・塩谷郡市医師会役員改選について 
栃木県医師会役員改選について、県医師会長に立 

候補された中田敏良・高島三喜両先生が当役員会に

御臨席され、それぞれに所信表明の挨拶をされまし

た。 
山田、戸村、尾形新、小林、尾形直役員などから 

それぞれの候補者に質問し、両先生から丁寧なお 
答えを頂きました。3 月 4 日の県医師会代議員会の

時に、改選選挙になります。 

塩谷郡市医師会役員改選について、村井選挙管理

委員長より説明あり、2月22日に第1回選挙管理委

員会が開催され、細かい日程が決まる。4 月 8 日の

第59回定時総会時に改選選挙予定です。 
 

議題3 決算・予算について 

西会計担当理事より、平成17年4月1日から平成

18年 1月 31 日までの収入・支出の詳しい説明報告

があり、３月までの年度末には、いつもさらに支出

が増えるとのこと。 

 

議題4その他 

① 小林副会長より、介護保険の主治医意見書改訂

版の変更点説明あり。 

② 軽部役員より、4 月からの 2 種混合ワクチン価

格の説明あり。 

③ 山田役員より、勉強会の予定、説明あり。  

 

 

 

3月7日 （火）午後7時から 

       塩谷地区休日夜間こども診療室 

現地研修会（塩谷・黒須両病院） 

3月13日（月）午後6時30分から 

第5回役員会 

 

✜塩谷郡市医師会会長選挙について 

 投票日 4月 8日（土）総会当日 

 公 示 3月 9日（木） 

 締 切 3月25日（土）午後5時 

 立候補者は医師会内の選挙管理委員会にある書類 

に記入し提出してください。 

「かかりつけ医のココロ」発行 

 

昨年 1 月から１２月までの１年間下野新聞くら

すα欄に毎週火曜日に連載されていた塩谷郡市医

師会リレーコラム「かかりつけ医のココロ」が１

冊の本にまとめられて 1 月１４日に発行されまし

た。 

このリレーコラムは医療機能分化推進委員会が

中心となって編集を行い、３９人の医師会会員が

のべ５０のコラムを執筆しました。発行部数は３

０００冊で、既に各医療機関、郡市医師会会員に

は配布済みで、２市２町の行政や医療・介護関係

者にも配布されています。 

一般の読者にも２月１４日付の下野新聞紙上で

配布を呼びかけた所、２月２０日現在で３００通

ほどの申し込みがありました。中には、申し込み

の葉書に自分自身の闘病を例に挙げて「かかりつ

け医」の必要性を書いたものやリレーコラムの連

載再開を希望するもの、学校の授業で使用してい

ますと書かれたものまでありました。 

 新聞連載中はどれほどの方に読まれているの

か、好評なのかどうかはっきりとわかりませんで

したが、このような生の感想に触れると「かかり

つけ医のココロ」は医師会の広報という点でかな

りの成果を挙げたのではないかと思います。 

また、一般配布分にはかかりつけ医と医療連携

に関するアンケートを付けましたのでその結果が

出たら医師会だよりに掲載したいと思います。

（岡）

 

今 後 の 予 定 


